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防災行政無線
放送の確認方法

<火災情報>
☎0234-22-9944または
町HP「消防車両出動情報」

<火災情報以外（24時間以内）>
☎0234-56-3241または
町HP「防災行政無線放送」（定時放送のみ）

おさいふのかみさま
（苅田 澄子／作、にしむら あつこ／絵、

キッズ・マネー・ステーション／監修）
　ママおばけからおこづかいに
100円をもらったばけばけ。商店
街でチョコを買おうとすると、お
さいふの中から「おさいふのかみさ
ま」が出てきて…。（フレーベル館）

落花                      （澤田 瞳子／著）
　己の音楽を究めんと、幻の師を
追い京から東国へ下った仁和寺の
梵唄僧・寛朝。そこで彼は、荒ぶ
る地の化身のようなもののふ、平
将門と出会い…。武士の世の胎動
を描く歴史長篇。（中央公論新社）

・「いつか、太陽の船」(村中 李衣／作、こしだ ミカ／絵）
・「シリルとパット ともだちになろう」
　（エミリー・グラヴェット／さく、福本 友美子／やく）
・「パンダかぞえたいそう」（いりやま さとし／作）分

春です！今年も桜の季節がやってきます。

　日本でいちばん植えられている
さくら、ソメイヨシノについてイ
ラストでわかりやすく解説。古く
からなじみ慕われてきた桜。いろ
いろ知るとますます身近に感じら
れます。（偕成社）

さくら研究ノート （近田 文弘／著，大野 八生／絵）
新 刊 案 内

今月のおすすめ本

・「日本一美味しいのり弁の作り方」（杵島 直美／著）
・「飛族」（村田 喜代子／著）
・「傑作はまだ」（瀬尾 まいこ／著）分

図書館からのお知らせNews

■町立図書館☎0234-43-3039
■町立図書館分館（狩川公民館内）
　☎0234-56-3308
　  https://www.town.shonai.lg.jp/library/

★図書館こどもまつり！【5/3㈮･5/4㈯･5/5㈰】
・絵本の読み聞かせ【5/4㈯ 10:00 ～】
　※４月の読み聞かせ会はお休み
・ 昔ばなし語りの会
　～ちっこしおっかねえ　むがしあったけど～
　【5/4㈯ 11:00 ～】
　事前申込不要、内藤秀因水彩画記念館での開催です。
ほかにもお子さんに楽しんでいただけるようなイベン
トを準備しています！

・「サクラの絵本」（勝木 俊雄／編、森谷 明子／絵）
・「山形の桜」（小林 隆／写真・文）

分 …分館所蔵の本一般向
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★平日の午後10時以降及び休日の午後6時以降翌朝8時30分までの職員・管理人不在
　の時間帯は次へご連絡ください。
○戸 籍 の 届 出 ⇒【時間外戸籍届出受付専用】090−6782−6760または090−5593−4460
○火葬場の予約 ⇒ 委託業者を役場本庁舎（☎0234-43-2211）留守番電話でご確認ください。※委託業者は４月15日号でお知らせします。

２月届出分［敬称略］

自治会等 亡くなった人 月日 年齢

猿田町 門脇　光男 2. 5 91歳
仲　町 門脇　利之 2. 8 75歳
荒　鍋 門脇　隆子 2. 9 78歳
表　町 佐藤美惠子 2. 9 97歳
上朝丸 森屋　信雄 2.10 84歳
瀬　場 辻　はる子 2.11 94歳
山水園 地　はる 2.11 96歳
返　吉 菅 　乙女 2.11 83歳
中　村 冨樫　　武 2.12 80歳
御殿町 阿 　昌三 2.14 94歳
杉　浦 斎藤　榮子 2.16 90歳
茶屋町 鈴木ちよめ 2.16 80歳
西　袋 齋藤　幸子 2.17 90歳
川　端 齋藤　艶子 2.19 91歳

★おくやみ申しあげます
自治会等 亡くなった人 月日 年齢

烏　町 清野　明雄 2. 1 79歳
桑　田 太田　　稔 2. 2 85歳
烏　町 奥山　昭子 2. 4 69歳

★誕生おめでとうございます
自治会等 子の氏名 父母名 月日

表　町 小砂川　紡
つむぎ

（ 　尚
　恵 1.27

鉢　子 佐藤　花
か の は

羽 （ 　勇
美紗子 2. 6

小出新田 乙坂　湊
み な と

翔 （ 郁　弥
美　咲 2.13

まちの人口と世帯数
平成31年2月末日現在

◆世帯     　　７，１１４世帯（ －１ ）
◆人口　男 …………10,199 人　（ － 2 ）
　　　　女 …………11,123 人　（ －25 ）
　　　　計 …………21,322 人　（ －27 ）

※（）内は前月比　

自治会等 亡くなった人 月日 年齢

新　町 齋藤たけ子 2.20 90歳
旭　町 齋藤　俊美 2.20 71歳
福　原 黒井　昭治 2.20 76歳
前田野目 石川　國雄 2.21 72歳
新田目 工藤　澄子 2.22 81歳
廿六木 佐藤はな 2.23 98歳
三ケ沢 本間三重子 2.24 89歳
興　野 足達　重男 2.25 91歳
常　万 籘井　直喜 2.25 77歳

※このコーナーは届けの際、承諾をいただいた上で掲載しています。
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庄
内
町
予
算
編
成
と
施
政
方
針

　
国
内
で
は
、
少
子
、
超
高
齢
、
人
口
減

少
社
会
へ
の
対
応
と
地
方
創
生
が
最
優
先

事
項
で
あ
る
こ
と
は
変
わ
り
ま
せ
ん
が
、

平
成
と
い
う
激
動
の
時
代
が
30
年
余
の
幕

を
閉
じ
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
の
幕
が
華
や
か
に
開
か
れ
よ
う

と
し
て
い
ま
す
。
経
済
面
で
は
、
安
倍
内

閣
の
誕
生
か
ら
６
年
が
経
過
し
、
ア
ベ
ノ

ミ
ク
ス
の
真
価
が
問
わ
れ
る
と
き
と
な
り

ま
し
た
。
期
待
さ
れ
た
「
成
長
戦
略
」
は
、

好
景
気
が
戦
後
最
長
を
記
録
し
た
と
の
見

方
は
あ
る
も
の
の
、
経
済
指
標
と
な
る
勤

労
統
計
の
不
正
問
題
等
が
あ
り
、
景
況
デ

ー
タ
に
よ
る
判
断
を
危
ぶ
む
声
も
少
な
く

あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
本
年
10
月
に
予
定

さ
れ
て
い
る
消
費
税
率
の
10
パ
ー
セ
ン
ト

へ
の
引
き
上
げ
は
、
消
費
の
落
ち
込
み
に

よ
り
、
日
本
経
済
が
目
指
す
と
こ
ろ
の
デ

フ
レ
脱
却
か
ら
更
に
デ
フ
レ
基
調
が
強
ま

る
リ
ス
ク
を
抱
え
て
い
る
と
も
い
わ
れ
て

い
ま
す
。

　
国
民
総
活
躍
社
会
に
向
け
た
安
倍
政
権

の
３
本
の
矢
で
あ
る
「
希
望
を
生
み
出
す

強
い
経
済
」（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
６
０
０
兆
円
）、「
夢

平
成
31
年
度
の
庄
内
町
の
施
政
方
針

平成31年度＊予算と施政方針

を
紡
ぐ
子
育
て
支
援
」（
出
生
率
１
．８
）、

「
安
心
に
つ
な
が
る
社
会
保
障
」（
介
護
離

職
ゼ
ロ
）
の
成
果
を
上
げ
る
た
め
の
具
体

的
手
立
て
は
、
い
ま
だ
力
強
さ
に
欠
け
、

更
な
る
施
策
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

国
の
「
地
方
創
生
」
の
総
合
戦
略
は
、

５
年
間
に
渡
る
期
間
の
最
終
年
度
と
な
り

ま
す
。
そ
の
目
的
は
、「
地
方
に
お
け
る

安
定
し
た
雇
用
の
創
出
」、「
地
方
へ
の
新

し
い
ひ
と
の
流
れ
」、「
若
い
世
代
の
結

婚
・
出
産
・
子
育
て
の
希
望
を
か
な
え

る
」、「
時
代
に
あ
っ
た
地
域
を
つ
く
り
、

安
心
な
暮
ら
し
を
守
る
」、
と
い
っ
た
も

の
で
す
。
こ
の
「
地
方
創
生
」
は
、
こ
れ

ら
の
目
的
に
沿
っ
た
各
地
方
自
治
体
独
自

の
、
取
り
組
み
姿
勢
や
考
え
方
で
成
果
に

大
き
な
差
が
生
じ
て
い
ま
す
。
庄
内
地
方

や
本
町
で
の
状
況
は
、
地
域
お
こ
し
協
力

隊
の
活
動
や
、
25
歳
か
ら
35
歳
の
年
代
の

転
入
人
口
が
多
い
こ
と
な
ど
、
若
者
が
地

方
に
目
を
向
け
、
多
様
な
生
き
方
を
実
現

す
る
き
っ
か
け
作
り
に
効
果
が
出
て
い
る

と
感
じ
ら
れ
ま
す
。

　
本
町
は
、
昨
年
、
安
全
・
安
心
を
脅
か

さ
れ
る
10
年
に
１
度
と
い
う
豪
雨
災
害
に

見
舞
わ
れ
、
初
め
て
の
避
難
勧
告
の
発
令

を
行
い
ま
し
た
。
近
年
は
、
５
年
に
１
度
、

あ
る
い
は
２
年
に
１
度
と
い
う
頻
度
で
、

い
つ
、
ど
の
よ
う
に
起
こ
る
か
分
か
ら
な

い
地
震
や
豪
雨
等
各
種
の
災
害
に
、
改
め

て
避
難
の
あ
り
方
も
合
わ
せ
、
準
備
し
て

お
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
平
成
31
年
度
は
、
い
よ
い
よ
合

併
以
来
最
大
の
事
業
で
あ
る
新
し
い
本
庁

舎
が
完
成
し
ま
す
。
全
面
的
な
引
っ
越
し

移
転
は
来
年
の
５
月
中
を
予
定
し
て
い
ま

す
が
、
ま
ち
づ
く
り
の
中
核
と
な
る
組
織

機
構
の
改
編
は
、
将
来
に
備
え
た
職
員
配

置
を
先
取
り
し
、
平
成
31
年
度
か
ら
始
動

し
ま
す
。
こ
れ
と
並
行
し
て
、
立
川
庁
舎

の
利
活
用
、
新
図
書
館
や
武
道
館
の
在
り

方
等
、
ほ
か
に
も
山
積
す
る
大
型
事
業
関

連
の
整
理
・
調
整
を
行
い
ま
す
。

　

地
域
高
規
格
道
路
「
余
目
酒
田
道
路
」

も
昨
年
３
月
18
日
に
開
通
し
、
そ
の
影
響

を
想
定
し
準
備
を
し
て
き
た
「
目
的
地
」

作
り
が
試
さ
れ
て
い
ま
す
。
町
内
へ
の
影

響
は
、
交
通
量
の
変
化
か
ら
見
れ
ば
、
ほ

ぼ
想
定
内
で
す
が
、
今
後
、
さ
ら
に
事
業

を
促
進
し
て
い
く
中
で
、
中
・
長
期
的
な

視
点
に
立
っ
た
調
査
の
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
合
併
か
ら
15
年
目
を
迎
え
る
中
、
現
在

の
町
の
最
優
先
課
題
は
、
人
口
増
加
対
策

お
よ
び
町
内
に
お
け
る
地
区
内
児
童
数
の

重
点
構
想 

５
本
の
柱

【 

重 

点 

１ 

】

産
業
活
力
日
本
一
の

ま
ち
づ
く
り

平
成
31
年
度

観
　
　
　
光

●�

観
光
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
策
と
し
て
、
庄

内
空
港
滑
走
路
の
２
，
５
０
０
メ
ー
ト

ル
延
長
を
国
・
県
に
要
望
し
て
い
く
と

と
も
に
、
新
庄
酒
田
道
路
の
戸
沢
立
川

間
の
早
期
整
備
、
計
画
段
階
評
価
へ
の

格
上
げ
を
、
戸
沢
村
と
と
も
に
強
力
に

推
進
し
ま
す
。

●�

観
光
や
ス
ポ
ー
ツ
交
流
人
口
、
観
光
消

費
額
の
増
加
の
た
め
に
は
、
宿
泊
施
設

の
確
保
が
重
要
と
な
る
た
め
、
民
間
投

資
型
の
宿
泊
施
設
の
整
備
支
援
の
可
能

性
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

●�

月
の
沢
温
泉
「
北
月
山
荘
」
に
、
新
た

に
地
域
お
こ
し
協
力
隊
を
支
配
人
と
し

て
募
集
し
、
北
月
山
荘
の
経
営
強
化
と

誘
客
を
促
進
し
ま
す
。

●�

「
北
月
山
荘
」
と
ま
ち
な
か
温
泉
「
町

湯
」
に
関
係
す
る
事
業
者
や
団
体
が
行

う
利
用
促
進
事
業
を
支
援
し
ま
す
。

●�

新
潟
・
庄
内
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
本
番
や
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対

応
と
「
第
３
次
庄
内
町
観
光
振
興
計

画
」
に
掲
げ
る
「
稼
げ
る
観
光
産
業
づ

く
り
」
の
具
現
化
に
向
け
て
、
新
た
に

観
光
の
情
報
発
信
を
強
力
に
推
進
で
き

る
地
域
お
こ
し
協
力
隊
を
配
置
し
、
商

工
業
者
等
と
連
携
、
協
働
し
た
取
組
み

を
進
め
ま
す
。

●�

清
川
歴
史
公
園
は
、
第
１
期
工
事
と
し

て
整
備
し
た
清
川
関
所
（
川
口
番
所

等
）
を
核
と
し
て
４
月
の
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
イ
ベ
ン
ト
を
は
じ
め
地
域
と
一
体
と

な
っ
た
管
理
運
営
を
行
い
、
歴
史
に
興

味
の
あ
る
観
光
客
の
誘
致
と
交
流
の
拡

大
で
、清
川
地
区
の
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

バ
ラ
ン
ス
調
整
と
考
え
ま
す
。
こ
れ
は
、

人
口
が
国
の
予
算
査
定
の
最
も
基
本
的
な

物
差
し
の
１
つ
で
あ
る
こ
と
と
と
も
に
、

将
来
に
お
け
る
小
・
中
学
校
の
統
廃
合
等

の
在
り
方
に
大
き
く
関
わ
っ
て
く
る
か
ら

で
す
。

　

前
年
度
は
、「
持
続
可
能
な
町
の
在
り

方
」
を
探
り
、「
入
る
を
量
り
て
出
ず
る

を
制
す
」
と
い
う
財
政
の
基
本
に
則
り
、

自
主
財
源
の
確
保
と
、
負
担
の
公
平
性
の

観
点
か
ら
、
各
種
補
助
金
や
助
成
金
、
公

的
施
設
等
の
使
用
料
や
利
用
料
等
を
調
査

し
ま
し
た
。
平
成
31
年
度
は
、
そ
の
精
査

を
更
に
進
め
、
関
係
団
体
組
織
、
住
民
に

向
け
て
の
理
解
を
求
め
て
い
き
た
い
と
考

え
ま
す
。

　

平
成
31
年
度
予
算
は
、「
第
２
次
庄
内

町
総
合
計
画
」
と
「
庄
内
町
ま
ち
・
ひ

と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
を
基
に
、

よ
り
有
利
な
財
源
の
活
用
と
、
各
種
事
業

の
「
選
択
と
集
中
」
を
意
識
し
て
編
成
し

た
と
こ
ろ
で
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
過
去

最
大
で
あ
っ
た
前
年
度
を
更
に
超
え
る
予

算
規
模
で
臨
む
こ
と
に
な
り
、
当
初
予
算

と
し
て
は
、
財
政
調
整
基
金
や
減
債
基
金

等
か
ら
の
繰
入
金
を
、
約
11
億
2
千
万
円

見
込
ま
ざ
る
を
得
な
い
大
変
厳
し
い
結
果

と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
物
件
費
や
維

持
補
修
費
の
増
加
、
町
債
の
償
還
な
ど
財

政
需
要
の
増
加
に
よ
る
も
の
で
す
。
こ
の

状
況
は
庁
舎
建
設
の
後
に
も
、
し
ば
ら
く

は
続
く
見
込
み
と
な
り
ま
す
。
年
々
厳
し

く
な
る
財
政
状
況
を
鑑
み
「
改
革
推
進

係
」
を
新
設
し
、
聖
域
な
き
行
財
政
改
革

と
見
直
し
を
行
い
、
真
に
必
要
な
予
算
の

確
保
と
執
行
に
努
め
、
持
続
可
能
な
庄
内

町
に
向
け
た
財
政
運
営
を
図
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

　
ま
た
、
町
民
の
「
参
画
と
協
働
」
を
更

に
推
進
す
る
た
め
、
指
定
管
理
者
制
度
の

現
状
と
課
題
の
整
理
を
行
い
、「
指
定
管

理
者
制
度
導
入
等
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
」
の
見
直
し
や
調
整
を
図
る
た
め
の
検

討
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

平
成
31
年
度
は
、「
第
２
次
庄
内
町
総

合
計
画
」
10
年
間
の
４
年
目
に
当
た
り
ま

す
。
折
り
返
し
点
に
向
け
た
住
民
ア
ン
ケ

ー
ト
な
ど
も
加
え
て
見
直
し
を
行
い
、
共

に
「
日
本
一
住
み
や
す
く
、
住
み
続
け
た

い
町
」
の
更
な
る
具
現
化
に
向
か
っ
て
挑

戦
を
続
け
た
い
と
考
え
ま
す
。

持
続
可
能
な
庄
内
町
の
姿
を
考
え
る
！

▲月の沢温泉　北月山荘
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【 

重 

点 

４
】

安
全
・
安
心
日
本
一
の

ま
ち
づ
く
り

【 

重 

点 

２ 

】

子
育
て
・
教
育
日
本一の

ま
ち
づ
く
り

【 

重 

点 

３ 

】

健
康
長
寿
日
本
一
の

ま
ち
づ
く
り

【 
重 

点 

５
】

環
境
共
生
日
本
一
の

ま
ち
づ
く
り

平成31年度＊予算と施政方針

●��

関
係
機
関
と
の
連
携
お
よ
び
子
ど
も
を

守
る
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
化
、
要

保
護
児
童
対
策
地
域
協
議
会
や
事
務
組

織
機
能
の
充
実
強
化
を
図
り
ま
す
。

●�

総
合
体
育
館
、
屋
内
多
目
的
運
動
場
、

ほ
た
る
ド
ー
ム
、
体
育
セ
ン
タ
ー
の
長

寿
命
化
の
調
査
を
行
い
ま
す
。

●�

文
化
創
造
館
響
ホ
ー
ル
の
建
物
、
機
械

設
備
、
機
器
の
老
朽
化
調
査
、
大
規
模

な
改
修
・
更
新
等
の
対
応
に
つ
い
て
年

次
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

●�

下
水
道
事
業
お
よ
び
農
業
集
落
排
水
事

業
に
地
方
公
営
企
業
法
を
全
部
適
用
し
、

経
営
状
況
の
明
確
化
と
経
営
の
効
率
化

の
更
な
る
向
上
を
目
指
し
ま
す
。

●�

風
車
村
の
中
核
施
設
「
風
車
村
セ
ン
タ

ー
」
の
屋
根
の
雨
漏
り
の
修
繕
に
向
け

て
調
査
を
行
う
と
と
も
に
、
当
初
の
役

割
を
終
え
た
「
シ
ン
ボ
ル
風
車
」
の
解

体
撤
去
を
行
い
ま
す
。

●�

町
営
風
車
は
、
度
重
な
る
落
雷
や
老
朽

化
に
よ
り
、
発
電
量
が
減
少
し
て
い
ま

す
。
今
後
は
、
東
京
都
港
区
と
の
協
定

や
民
間
の
事
業
展
開
も
予
定
さ
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

事
業
の
推
進
を
図
り
ま
す
。

●�

「
環
境
防
災
課
」
を
新
設
し
、「
危
機
管

理
係
」
を
配
置
し
、
危
機
管
理
の
更
な

る
安
全
・
安
心
に
努
め
ま
す
。

●�

乳
幼
児
か
ら
高
齢
者
ま
で
す
べ
て
の
町

民
が
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
心
身
と
も
に

健
や
か
に
暮
ら
せ
る
よ
う
、
更
な
る
健

康
増
進
、
介
護
予
防
、
子
育
て
支
援
を

推
進
し
ま
す
。

●
が
ん
検
診
無
料
化
を
継
続
実
施
し
ま
す
。

●�

生
活
習
慣
病
の
重
症
化
予
防
事
業
を
行

い
ま
す
。

子
育
て
支
援

児
童
虐
待
防
止
対
策

公
共
施
設
の
整
備

▲がん検診車　早期発見のため積極的な受診を

●�

健
康
し
ょ
う
な
い
マ
イ
レ
ー
ジ
事
業
を

引
き
続
き
行
い
ま
す
。

●�

風
し
ん
抗
体
検
査
お
よ
び
予
防
接
種
を

公
費
負
担
で
実
施
し
ま
す
。

●�

肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
接
種
事
業
を
一
部

制
度
変
更
し
継
続
し
ま
す
。

●�

「（
仮
称
）
町
立
中
学
校
の
未
来
を
考

え
る
会
」
を
立
ち
上
げ
ま
す
。

●�

課
題
の
あ
る
子
に
対
す
る
指
導
、
早
期

発
見
、
早
期
対
応
を
強
化
す
る
た
め
、

中
学
校
の
特
別
支
援
講
師
を
増
員
し
ま

す
。

�

●�

不
登
校
児
童
・
生
徒
へ
の
対
応
と
し
て
、

教
育
相
談
専
門
員
を
増
員
し
ま
す
。

●�

小
・
中
学
校
の
長
寿
命
化
計
画
を
策
定

し
ま
す
。

●
教
育
施
設
の
空
調
設
備
を
整
備
し
ま
す
。

�

●�

障
が
い
児
お
よ
び
気
に
な
る
子
の
保
育

を
行
う
町
内
民
間
保
育
園
に
補
助
を
行

い
ま
す
。

●�

新
た
に
整
備
さ
れ
る
「
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
」
に
大
型
遊
具
を
設
置
し
ま
す
。

●�

南
野
集
落
に
民
間
が
建
設
す
る
16
戸
の

「
子
育
て
応
援
住
宅
」
を
町
が
管
理
し
、

南
野
児
童
遊
園
の
整
備
を
行
い
、
周
辺

児
童
の
健
全
な
遊
び
場
を
提
供
し
ま
す
。

●�

地
域
お
こ
し
協
力
隊
を
募
集
し
、
響
ホ

ー
ル
を
中
心
に
音
楽
活
動
を
通
じ
て
地

域
活
性
化
を
推
進
し
ま
す
。

●�

図
書
館
整
備
基
本
計
画
を
基
に
、
地
質

調
査
お
よ
び
基
本
設
計
を
行
い
ま
す
。

●�

「
産
後
ケ
ア
事
業
」
に
よ
る
産
後
の
支

援
体
制
を
充
実
し
ま
す
。

●�

「
い
の
ち
」
の
大
切
さ
を
学
ぶ
た
め
、

児
童
・
生
徒
を
対
象
と
し
た
心
の
健
康

づ
く
り
講
座
を
実
施
し
ま
す
。

●�

「
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」を
配

置
し
、
高
齢
者
の
社
会
参
加
と
地
域
の

支
え
合
い
の
体
制
作
り
を
推
進
し
ま
す
。

●�

町
営
バ
ス
は
、
市
街
地
循
環
線
と
幹
線
、

循
環
路
線
の
更
な
る
利
用
拡
大
を
図
り
、

停
車
場
所
の
新
設
お
よ
び
一
部
変
更
を

行
い
ま
す
。

農
　
　
　
業

●�

持
家
住
宅
建
設
祝
金
は
、
限
度
額
や
補

助
率
等
を
見
直
し
、
地
元
の
建
築
関
係

者
の
更
な
る
営
業
支
援
を
行
う
と
と
も

に
、
県
補
助
の
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
祝
金

と
合
わ
せ
、
地
域
経
済
の
活
性
化
を
図

り
ま
す
。

●�

第
１
種
苗
セ
ン
タ
ー
の
空
き
ハ
ウ
ス
を

利
用
し
た
花
き
試
験
圃
場
導
入
事
業
は
、

ト
ル
コ
ギ
キ
ョ
ウ
の
作
付
け
を
始
め
ま

す
。
新
し
い
品
種
へ
の
取
組
み
を
支
援

す
る
と
と
も
に
、
そ
こ
で
の
実
績
を
花

き
生
産
者
に
提
供
で
き
る
よ
う
に
し
て

い
き
ま
す
。

●�

労
働
対
策
と
し
て
、
深
刻
化
す
る
人
手

不
足
の
解
消
と
高
卒
者
の
地
元
定
着
に

向
け
て
町
内
事
業
所
の
合
同
面
接
会
・

説
明
会
等
を
開
催
し
ま
す
。

工
　
　
　
業

労
　
　
　
働

移
住
・
定
住

●��

「
地
域
振
興
係
」
を
「
ま
ち
づ
く
り
推

進
係
」
と
し
、
移
住
・
定
住
の
フ
ォ
ロ

ー
を
強
化
し
ま
す
。

●�

首
都
圏
で
の
「
移
住
出
張
セ
ミ
ナ
ー
」

を
継
続
強
化
し
ま
す
。

●�

移
住
体
験
住
居
利
用
者
へ
の
レ
ン
タ
カ

ー
代
を
助
成
し
ま
す
。

●�

町
内
ま
た
は
東
京
庄
内
会
総
会
で
実
施

す
る
同
窓
会
へ
助
成
し
ま
す
。

●�

定
住
化
の
促
進
お
よ
び
人
口
減
少
へ
の

対
策
を
図
る
た
め
、
３
区
画
以
上
の
宅

地
開
発
を
行
う
民
間
事
業
者
に
補
助
金

を
交
付
し
、
宅
地
開
発
を
促
進
し
ま
す
。

●�

老
朽
化
に
よ
っ
て
長
ら
く
通
行
止
め
と

し
て
い
た
小
出
沼
農
村
公
園
の
ひ
ま
わ

り
橋
を
、
観
光
交
流
を
推
進
す
る
た
め

に
改
修
し
ま
す
。

●�

防
災
行
政
無
線
等
の
防
災
関
連
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
の
再
構
築
を
行
い
ま

す
。

●�

宮
曽
根
排
水
路
の
排
水
作
業
を
行
う
排

水
ポ
ン
プ
の
借
り
上
げ
措
置
を
行
い
ま

す
。

●�

立
谷
沢
地
区
の
安
全
・
安
心
な
給
水
確

保
の
た
め
、
中
央
監
視
装
置
設
置
工
事

と
立
谷
沢
北
部
地
区
浄
水
施
設
更
新
工

事
を
実
施
し
ま
す
。

●�

生
活
困
窮
者
の
相
談
に
応
じ
る
た
め
、

事
業
委
託
に
よ
り
生
活
困
窮
者
等
相
談

支
援
員
を
配
置
し
ま
す
。

●�

ひ
き
こ
も
り
対
策
と
し
、
事
業
委
託
に

よ
り
相
談
体
制
の
強
化
を
図
り
ま
す
。

●�

生
活
困
窮
者
、
障
が
い
者
支
援
、
高
齢

者
等
の
介
護
等
の
相
談
先
と
し
て
、
町

民
の
困
り
ご
と
の
一
次
的
な
相
談
窓
口

体
制
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

▲町立図書館

▲文化創造館響ホール

▲移住体験住居
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■問合せ／総務課財政係　☎0234-42-0130

■一般会計当初予算の推移

■人口同規模の市町当初予算の比較

■特別会計・企業会計当初予算

平成31年度　　当初予算

予
算 135億7900万円135億7900万円

平成31年度一般会計当初予算

0 円

80 億円

100 億円

120 億円

140 億円

31 年度30 年度29 年度28 年度27 年度

115 億
9，400 万円

121 億
9，200 万円

121 億
700 万円

135 億
5，600 万円

135 億
7,900 万円

0 5 億円 10 億円 15 億円 20 億円 25 億円 30 億円

ガス事業会計

下水道事業会計

水道事業会計

風力発電事業特別会計

介護保険特別会計

後期高齢者
医療保険特別会計

国民健康保険特別会計 22 億 6,695 万円
2億 4,624 万円2億 4,624 万円

27 億 9,200 万円

17 億 524 万円17 億 524 万円

6，671 万円6，671 万円

10 億 1，611 万円10 億 1，611 万円

6億 6,558 万円6億 6,558 万円

95 億円
5,600 万円

126 億円
2,000 万円

104 億円
5,000万円

135 億円
7,900 万円

114 億円
3,500 万円

0

30 億円

60 億円

90 億円

120 億円

150 億円

庄内町河北町高畠町尾花沢市村山市

都市計画税
　下水道の整備にあたり借入した借金返済額の一部
として活用しています。

入湯税
　北月山荘や町湯の運営経費の一部として活用して
います。

人口同規模
　庄内町の人口（21,322人：平成31年２月末日現
在）とほぼ同規模の県内市町の一般会計当初予算を
比較しました。

寄附金 5 億円［3.7%］
　　
寄附金 5 億円［3.7%］
　　

地方交付税
45 億

［33.1%］

地方交付税
45 億

［33.1%］

町税
18 億 2,278 万円

［13.4%］

町税
18 億 2,278 万円

［13.4%］

町債
24 億 3,790 万円

［18.0%］

町債
24 億 3,790 万円

［18.0%］

繰入金
11 億 4,517 万円

［8.5%］

繰入金
11 億 4,517 万円

［8.5%］

県支出金
11 億 1,106 万円［8.2%］

県支出金
11 億 1,106 万円［8.2%］

国庫支出金
9 億 172 万円［6.6%］
国庫支出金

9 億 172 万円［6.6%］

　　
　　　　　
　　　　　　　
　　　　　　　　
　　　　　　　　　
　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　

民生費
29 億 89 万円

［21.4%］

民生費
29 億 89 万円

［21.4%］教育費
14 億 9,565 万円

［11.0%］

教育費
14 億 9,565 万円

［11.0%］

総務費
32 億 2,781 万円

［23.8%］

総務費
32 億 2,781 万円

［23.8%］

土木費
14 億 1,333 万円

［10.4%］

土木費
14 億 1,333 万円

［10.4%］

農林水産業費
12 億 4,314 万円

［9.2%］

農林水産業費
12 億 4,314 万円

［9.2%］

公債費
17 億 1,305 万円

［12.6%］

公債費
17 億 1,305 万円

［12.6%］

その他 3,300 万円［0.1%］
財産収入 2,266 万円［0.2%］
地方特例交付金 3,000 万円［0.2%］
分担金及び負担金 7,702 万円［0.6%］
地方譲与税 9,900 万円［0.8%］
使用料及び手数料 1 億 894 万円［0.8%］

繰越金 1 億 5,000万円［1.1%］
諸収入 2 億 8,375 万円［2.1%］

地方消費税交付金 3 億 5,600 万円［2.6%］

諸支出金 98 万円［0.0%］
災害復旧費 214 万円［0.0%］

予備費 2,000 万円［0.1%］
労働費 1,542 万円［0.1%］

議会費 1 億 1,870 万円［0.9%］
商工費 2 億 7,497 万円［2.0%］

衛生費 5 億 8,640 万円［4.3%］
消防費 5 億 6,652 万円［4.2%］

歳出歳入
135億7900万円 135億7900万円

予算を比較してみました

平成31年度＊予算と施政方針

町民税
7 億 5,899 万円
（41.7％）

固定資産税
8億 584 万円
（44.2％）

軽自動車税 7，680 万円（4．2％）

 鉱産税 220 万円（0．1％）

 入湯税 772 万円（0．4％）

都市計画税 5，968 万円（3．3％）

 特別土地保有税 200 万円（0．1％）
 町たばこ税 1 億 956 万円（6.0％）

■町税の内訳

　
第
２
次
庄
内
町
総
合
計
画「
み
ん
な
の
未
来
計
画
」の

具
現
化
に
向
け
、
限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
最
大
限
の
事

業
効
果
を
上
げ
る
予
算
編
成
と
な
っ
て
い
ま
す
。

一
般
会
計

　
一
般
会
計
予
算
は
、
前
年
度
よ
り
２
，
３
０
０
万
円

増
額
し
、１
３
５
億
７
，９
０
０
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

【
歳
入
】

　
町
民
税
は
、
個
人
、
法
人
合
わ
せ
て
５
５
２
万
円
の

減
額
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。
固
定
資
産
税
は
、
地
価
の

下
落
等
に
よ
り
１
，０
７
５
万
円
の
減
額
を
見
込
ん
で

い
ま
す
。
国
庫
支
出
金
に
つ
い
て
は
、
社
会
資
本
整
備

総
合
交
付
金
の
減
額
等
に
よ
り
６
，７
２
１
万
円
の
減

額
見
込
み
と
な
り
ま
す
。
県
支
出
金
は
、
園
芸
大
国
や

ま
が
た
産
地
育
成
支
援
事
業
費
補
助
金
の
増
額
等
に
よ

り
５
，７
３
８
万
円
の
増
額
見
込
み
と
な
り
ま
す
。
町

債
は
、
本
庁
舎
等
整
備
事
業
債
の
増
額
は
あ
り
な
が
ら

も
、
立
谷
沢
公
民
館
耐
震
改
修
等
事
業
債
の
皆
減
等
に

よ
り
６
９
０
万
円
の
減
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

【
歳
出
】

　
目
的
別
で
は
、
総
務
費
で
は
、
本
庁
舎
等
整
備
事
業

等
に
よ
り
増
額
し
、
民
生
費
は
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ム
払
田

建
設
工
事
の
皆
減
等
に
よ
る
減
額
、
衛
生
費
・
消
防
費

は
、
酒
田
地
区
広
域
行
政
組
合
建
設
負
担
金
を
増
額
し

て
い
ま
す
。
土
木
費
は
、
町
道
改
良
事
業
等
の
事
業
費

を
減
額
、
教
育
費
は
、
立
谷
沢
公
民
館
耐
震
改
修
等
工

事
の
皆
減
等
に
よ
り
減
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

性
質
別
で
は
、
人
件
費
で
１
．２
％
の
増
、
扶
助
費

で
１
．０
％
の
減
、
公
債
費
で
１
．５
％
の
増
と
な
り
、

義
務
的
経
費
は
０
．７
％
の
増
、
予
算
総
額
に
対
す
る

構
成
比
は
38
．５
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
投
資
的
経
費
は
、

清
川
歴
史
公
園
整
備
事
業
の
皆
減
等
に
よ
り
、
９
．４

％
の
減
と
な
り
、構
成
比
は
18
．２
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
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平成31年度＊予算と施政方針

平成31年度
主な新規事業等

本庁舎等整備事業…15億7,563万6千円
老朽化、耐震強度不足の本庁舎等の整備工事を行います。

子育て支援センター遊具設置工事…600万円
新たに整備される子育て支援センターに、子育て支援
環境の充実を図るため、大型遊具を設置します。

新庁舎防災関連ネットワーク再整備事業…
4,924万円

県防災行政通信および町防災行政無線・震度情報につ
いて、各ネットワークシステムの再構築を図ります。

図書館整備事業…2,105万円
「庄内町立図書館整備基本計画」を基に、新図書館の
整備に向け、地質調査および基本設計を行います。

分譲宅地開発支援事業補助金…1,330万円
定住化の促進および人口流出の抑制を図るため、宅地
開発し分譲する民間事業者に補助金を交付します。

南野児童遊園整備事業…2,842万円4千円
地域住民にふれあいと憩いの場を提供し、南野周辺お
よび子育て応援住宅の児童に健全な遊び場を与え、健
康を増進するため整備します。

移住支援事業費補助金…320万円
県が行う中小企業等へのマッチング支援事業と連携し、
東京圏から移住し就業した方に移住支援金を支給します。

温泉施設誘客事業…334万4千円
月の沢温泉北月山荘とまちなか温泉の利用を拡大し、
施設の有効活用と安定経営を図るため、事業者や団体
が行う誘客促進を図るための事業を支援します。

立川地域振興事業（清川歴史公園整備・管理事業）
…838万8千円

清川関所（川口番所等）を核として、交流人口の拡大
と地域活性化を図ります。

子育て・教育

町立中学校の未来を考える会…5万2千円
保育園および幼稚園、小学校の保護者代表等での懇談
会を立ち上げ、将来の中学校の在り方や方向性につい
ての話し合いを始めます。

教育相談専門員設置事業…478万7千円
不登校や特別支援教育等に対する児童生徒、保護者等
からの多様化する教育相談に応じるため教育相談専門
員を１名増員し、合計３名を配置します。

花き試験圃場導入事業…132万円
「花の産地」としての取組みの一つとして、新品種の
試験圃場を設置し、生産者による新たなチャレンジの
きっかけを作ります。

観光・交流

生活困窮者等相談支援事業…477万3千円
生活困窮者やその家族からの相談に応じるため、生活
困窮者等相談支援員を配置し、地域の関係機関とのネ
ットワークを強化します。

福祉・健康 農業支援・整備

公共施設等の充実

移住・定住支援

ブロック塀等撤去支援事業補助金
…50万円

地震等による事故を未然に防止するために、ブロック
塀等の撤去支援として補助金を交付します。

安全・安心の町づくり

　今年度の大きな目標テーマは、「持続可能な庄
内町の姿を考える！」です。ここでは、今年度実
施する多くの事業の中から、平成31年度の主な新
規事業等を紹介します。

▲余目中学校

▼立川中学校
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広報委員放浪記
堅
か た か ご

香子の花を思う ◆撮影場所 立谷沢地区

　春の花といえば桜がすぐに浮かびます。私のおススメはカタクリで
す。桜は儚さを連想させる春の代表格ですが、カタクリは儚さと切なさ
をあわせもった花です。それは種から発芽して花が咲くまで５年以上の
年月が必要で、楕円形の葉が２葉目をつけないと花芽をつけない花だか
らです。最近では、山菜料理の一品として市場やネット等に出回ってい
るケースもあります。昔々は片栗粉の原料に使われたり、漢方薬として
使用されてきました。現在は観賞用としても人気のあるカタクリが大量
生産・大量消費社会の中で、さらに希少な花になってしまわない様に願
っています。花が咲き終わると、茎や葉ごと存在感も薄れ、散ってしま
うカタクリは、やはり儚さと切なさをあわせもった花です。 長●取材／広報委員

　町内外から約1,200人が来場し、はたらく車の乗車
や、廃材や畳での小物づくり、お札数え体験などの
お仕事体験を楽しみました。

　お米を楕円形状にして焼く五平餅作りに挑戦しま
した。ゴマとクルミを入れた味噌だれにつけておい
しくいただきました。

　南三陸町の漁師のみなさんからいただいたワカメ
と、南三陸町産の銀鮭を使用した給食が、町内の各
幼稚園、小学校、中学校で提供されました。

しょうないこどもランド
in青年部フェア

あそぼの日
わいわいクッキング3/6

南三陸町と庄内町をつなぐ
南三陸町友好献立給食

★このほかにも、町ホームページの「しょうない写真館」に町の話題を掲載しています。

　余目ロータリークラブと余目ライオンズクラブが
災害時に周囲に呼びかけを行いながら避難すること
を誓う「早期避難宣言」に調印しました。

　立川中学校の全校生徒による「3.11希望の灯プロ
ジェクト」が役場立川庁舎で行われ、復興への祈り
を込めた合唱を披露しました。

余目RCと余目LCが
早期避難宣言に調印

復興への祈りを込めて
立川中生が合唱披露

　

寺
伝
に
よ
れ
ば
、
見け

ん
し
ょ
う
じ

政
寺
を
訪
れ
た
遊
行
僧
が
羽

黒
の
荒
沢
か
ら
北
楯
大
堰
を
伝
っ
て
当
寺
に
た
ど
り

つ
き
、
世
話
に
な
っ
た
お
礼
の
し
る
し
と
し
て
残
し

て
い
っ
た
も
の
と
い
わ
れ
て
お
り
、
そ
れ
以
来
、
安

産
観
音
と
し
て
、
民
間
の
信
仰
が
厚
く
あ
り
ま
し
た
。

　

昭
和
47
年
5
月
に
行
っ
た
調
査
の
結
果
で
は
、
在

銘
は
な
い
も
の
の
京
都
の
研
究
家
五ご

ら
い来

重し
げ
る

博
士
に
照

会
し
、
円
空
仏
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

　
円
空
は
江
戸
初
期
の
僧
侶
で
、美
濃
国
竹
ヶ
鼻
（
岐

阜
県
羽
島
市
上
中
島
町
）
に
生
ま
れ
、
若
く
し
て
仏

門
に
は
い
り
、
天
台
僧
と
し
て
、
つ
ね
に
諸
国
遍
歴

の
旅
を
続
け
ま
し
た
。
そ
の
足
跡
は
、
東
日
本
一
帯

に
及
ん
で
い
ま
す
。
元
禄
8
年
（
１
６
９
５
）
故
郷

美
濃
の
弥み

ろ
く
じ
勒
寺
で
没
し
て
い
ま
す
。

　

山
形
県
で
は
円
空
の
作
品
が
未
発
見
だ
っ
た
の
で
、

貴
重
な
発
見
で
す
。

　

昭
和
48
年
2
月
に
町
指
定
文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま

し
た
。

円え
ん
く
う
さ
く

空
作
　
観か
ん
の
ん
ぼ
さ
つ
り
ゅ
う
ぞ
う

音
菩
薩
立
像

　東日本大震災から8年を迎える3月11日の地震発生
時刻での黙祷へのご協力について、長南優也さん（余
目中3年・連枝）が呼びかけを行いました。

黙祷へのご協力を
中学生が呼びかけました

2/24

3/8

3/11 3/11

3/8小出新田公民館 ◆撮影場所 小出新田

　小出新田集落のちょうど真ん中辺りにある公民館の建物を見ると、いつも
何だか昔懐かしい感じがしていました。そして、長い間、なぜそういう気持
ちになるのだろうかと考えながら、車で通り過ぎていたのです。
　そこで、地域の方にお話をお聞きしたり、小出新田の「部落のあゆみ」等
を読んだりして調ベてみました。すると、昭和の初めころにさかのぼること
が分かりました。古関の大和尋常高等小学校と廻館尋常小学校が合併し、昭
和８年に新しい大和尋常高等小学校が南野にできたのです。そして、古関にあった大和尋常高等小学校の建
物を、小出新田に移築したということでした。懐かしいと感じていたことが、このことから納得しました。
　この建物のことを振り返ると、移築されてから80年ほど、その前は、校舎として使われていたことから、少なくとも
100年以上の歴史をつないできたことが分かります。明治から平成と移り変わってきた時代が、また新しい年号になり、
小出新田公民館は、これからも地域の中心として、住民を見守り続けていくと思います。 岩●取材／広報委員
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 　2020年に開庁予定の役場新庁舎における円滑な移行と立川庁舎の事務機構の整理再編を図るため、また、第２次
総合計画および行財政改革を推進するため平成31年度より次のとおり機構の改編を行いましたのでお知らせします。

1　子育て応援課を新設
　幼稚園・小学校・保育園の連携強化を図るため、子育て応援課を新設します。また、保健福祉課の子育て応援係を
子育て支援係に名称を変更し、子育て支援センター、狩川保育園、清川保育園と併せて子育て応援課に移管します。

子育て応援課 子育て支援係 子育てに関する支援施策に関すること　等

子育て支援センター
狩川保育園・清川保育園

※組織機構図および職員配置図は４月15日号でお知らせします。

 4/27㈯ 4/28㈰ 4/29㈪ 4/30㈫ 5/1㈬ 5/2㈭ 5/3㈮ 5/4㈯ 5/5㈰ 5/6㈪

役場
立川総合支所

× × × × × × × × × ×
●4/27㈯～5/6㈪の戸籍の届出は次のようになります。
▶8:30～18:00（立川総合支所は17:00）
　⇒役場管理人室、立川総合支所宿直室の管理人へ
　　役場：0234-43-2211　立川総合支所：0234-56-2211
▶�上記の時間帯以外は無人になります。お急ぎの場合は、☎090-6782-6760または、090-
5593-4460へご連絡ください。

火葬場

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
4/27㈯～5/6㈪の利用申込みは、
役場　８:30～18:00　☎0234-43-2211
※�上記の時間帯以外は、委託業者にご連絡ください。4/1以降の委託業者は、広報４月15日号
に掲載します。

狩川公民館
余目第一公民館 〇 〇 〇 〇 × × 〇 〇 〇 〇

立谷沢公民館
清川公民館
余目第二公民館
余目第三公民館

〇 〇 〇 × × 〇 〇 〇 〇 〇

余目第四公民館 〇 〇 〇 × × × 〇 〇 〇 〇
響ホール 〇 〇 〇 × × × 〇 〇 〇 〇

八幡スポーツ公園 〇 〇 × × × 〇 〇 〇 〇 ×

町直営体育施設 〇 〇 〇 〇 × × 〇 〇 〇 〇
前田野目グラウンド・ゴルフ場、笠山グラウンド・ゴルフ場、体操センターは毎日使用できます。

ウィンドーム立川 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
図書館本館

内藤秀因水彩画記念館 〇 〇 × × × × 〇 〇 〇 ×

図書館分館 〇 〇 〇 〇 × × 〇 〇 〇 〇
北月山荘 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
クラッセ

(カフェ余目製パン、やく
けっちゃーの）

〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇

なんでもバザール「あっでば」は毎日営業しています。

町湯 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

ご
み
収
集
業
務

酒田地区広域行政組合
ごみ処理施設

× × 〇 〇 〇 〇 〇 × × 〇
●�家庭から出る粗大ごみや多量の燃やすごみを直接持ち込む場合
　※かなりの混雑が予想されますので、余裕をもった搬入をお願いします。
　8:30～16:30　☎0234-31-2882
　※酒田地区広域行政組合に直接持ち込む場合はすべて有料です。

酒田地区広域行政組合
リサイクルセンター

× × 〇 〇 〇 〇 〇 × × 〇
●家庭から出る資源物や埋立ごみを直接持ち込む場合
　８:30～16:00　☎0234-94-2339
　※酒田地区広域行政組合に直接持ち込む場合はすべて有料です。

資源ごみリサイクル
ステーション
（�余目グラウンド管理舎）

・月曜日から土曜日　8:00～12:00
・日曜日、祝日　　　9:00～15:00

町
営
バ
ス

幹線路線 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
循環路線

（１～４コース・
　中心市街地）

〇 × × × × × × × × ×

デマンドタクシー × × × × × × × × × ×
社会福祉協議会

（余目・立川老人福祉センター） × × × 〇 × 〇 × × × ×

▶新設
　総務課改革推進係：行財政改革の推進に関すること　等

▶名称変更 
総務課文書法令係 → 総務課文書法制係
保健福祉課地域支援係 → 保健福祉課高齢者支援係

2　環境防災課を新設
　危機管理および環境エネルギー対策の充実を図るため、環境防災課を新設し、総務課危機管理係、保健福祉課環境
係、商工観光課新エネルギー係を移管します。

3　情報発信課を企画情報課に名称変更
　総合計画、地方創生事業推進の強化を図るため、情報発信課を企画情報課に名称変更します。また、地域振興係を
まちづくり推進係に名称変更し、ふるさと応援係を企画調整係に統合します。

4　立川総合支所の設置
　立川支所を立川総合支所とし、立川地域のすべての窓口となる役割を担います。これまでの立川支所立川支所係
を立川総合支所総合支所係に、商工観光課立川地域観光振興係を立川地域振興係とし、立川総合支所に配置します。

5　その他の変更点

■問合せ：総務課総務係☎0234-42-0128

企 画 情 報 課 情報発信係 広報広聴、ネットワークおよびシステムの運用管理　等

企画調整係 町総合計画、ふるさと応援寄附金に関すること　等

まちづくり推進係 移住定住促進、空き家活用、住みやすい地域づくり活動交付金、町
営バスに関すること　等

環 境 防 災 課 危機管理係 危機管理体制の整備、消防および水防に関すること　等

環境係 環境保全、鳥獣保護および有害鳥獣駆除に関すること　等

新エネルギー係 新エネルギーの関連業務および省エネルギー活動の推進に関する
こと　等

立川総合支所 総合支所係 戸籍、住民票、その他総合窓口、総合支所等の整備計画推進に関すること　等

立川地域振興係 立川地域観光施設等管理の運営および地域振興に関すること　等

清川出張所・立谷沢出張所

▶統合 
保健福祉課健康福祉係 → 保健福祉課健康推進係
企業課営業推進係 → 企業課工務管理係

※2019年４月より、本庁舎は「役場」、立川庁舎は「立川総合支所」と表記しています。

大型連休中の役場等の業務 ４月１日から役場の機構が変わります
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 　町では、町税の納め忘れを防止する取組みとして「口座振替による納税」を推進しています。お手続きされてい
ない方は、簡単便利な口座振替手続きをお願いします。
≪2019年度口座振替スケジュール≫

振替月 振替日
（納期限日）

税目
町県民税 固定資産税 軽自動車税 国保税

2019年　４月  5/ 7㈫ 全期
５月  5/31㈮ １期
６月  7/ 1 ㈪ １期
７月  7/31㈬ ２期 １期
８月  9/ 2 ㈪ ２期 ２期
９月  9/30㈪ ３期
10月 10/31㈭ ３期 ４期
11月 12/ 2 ㈪ ５期
12月 12/27㈮ ３期 ６期

2020年　１月  1/31㈮ ４期 ７期
２月  3/ 2 ㈪ ４期 ８期
３月  3/31㈫ ９期

○振替日前日までに残高の確認と入金をお願いします。
○何らかの理由で引き落としにならなかった場合は、翌月はじめに口座振替不能通知（納付書）が郵送されます。
軽自動車の車検を受けられる方へ
○ 口座振替をされている方は、5/13㈪に納税証明書を郵送することから、平成31年4月30日から5月15日までの

期間、有効な納税証明書がない状態となります。この期間を避けて車検を受けられるようにしてください。
○ 納付書で納めている方は、控えに納税証明書がついています。証明書は車検の際に必要となりますので、車検証

と一緒に保管してください。
■問合せ：税務町民課納税係☎0234-42-0137

●募集人員：１人
●雇用期間：2019年４月以降～2020年３月31日（更新可能）
●勤務地：庄内町新産業創造館クラッセ内　庄内町観光協会
● 勤務内容：滞在交流型観光メニュー企画業務、観光ガイド、情報発信に関する業務等
● 給与・待遇：月額19万円以内、社会保険、雇用保険、労災保険加入
● 勤務時間：8:30～17:15（時間外勤務あり）※休日：土、日、祝日等
● 応募資格：普通自動車免許を持っている方、ホームページやブログ作成に意欲のある方（経験あればなお可）
● 提出書類： 庄内町観光協会職員申込書、履歴書（写真貼付、市販の履歴書でも可）、職務履歴書（職務経験のある方）、

ハローワーク紹介状
● 申込方法：提出書類を問・応募先へ郵送または持参
●申込締切：4/12㈮　17:15必着（郵送の場合当日必着）
※ 詳細は、ハローワーク求人情報および募集要項をご覧ください。募集要項はハローワークおよび町観光協会事務

局にあります。また、町ホームページからダウンロードもできます。
●選考方法：書類審査、面接試験
●試験日時・会場：4/15㈪ 13:30～・商工ふれあい会館　コアアルザ
■問・応募先：町観光協会（商工観光課観光物産係内）☎0234-42-2922
　　　　　　　〒999-7781　庄内町余目字沢田108番地1（クラッセ内）

　現在お持ちの「子育て支援医療証（以下「医療証」）」は、５月１日に様式が変更されることから、一斉更新します。新
しい医療証には健康保険証情報を記載しますので、今後、お子さんの健康保険証の内容が変わった場合は、届出をお
願いします。
　新しい子育て支援医療証は、４月下旬に一斉に郵送します。

【4/30まで】 【5/1以降】

■問合せ：税務町民課国保係☎0234-42-0153

　町民のみなさんが町であらかじめ指定する健康づくりに関する取組みに参加
するとポイントが付与され、貯まったポイントに応じて特典や景品と交換する
事業です。
※今年度に限り、昨年度に発行されたポイントカードも有効です。
●対象者：庄内町に住所を有する20歳以上の方
●参加方法： 保健福祉課窓口で健康しょうないマイレージ事業ポイントカード

を取得し、ポイントを集めます。
●ポイント対象事業： 「特定健康診査」、「がん検診」、「歯周疾患検診」、「生活習慣病予防教室」などの健康づくり事業、

「住民主体の介護予防事業」
●景品交換日時：5月以降の毎週金曜日（祝日、年末年始を除く）　9:00～12:00、13:00～16:00
●景品交換場所：保健福祉課窓口（余目保健センター内）
●ポイントカードの有効期限：2020年3月31日㈫
■問合せ：保健福祉課健康推進係　☎0234-42-0148
　　　　　　　　　　高齢者支援係　☎0234-43-0490

 

５月１日【子育て支援医療証】を一斉更新します

庄内町観光協会　観光専門員募集
2019年度健康しょうないマイレージ事業

町税は口座振替による納付をお願いします！

旧 新

※2019年４月より、本庁舎は「役場」、立川庁舎は「立川総合支所」と表記しています。
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あそぼの日
春だ！からだを動かそう!!

●日時：4/26㈮ 10：00～11：00
　　　　(9：45より受付)
●場所：余目第二公民館
●内容：運動あそび
●講師：オリオンスポーツクラブ
　　　　乙坂加奈氏
● 対象：在宅のお子さんとお家の

方（歩行ができる子）
● 持ち物：タオル・飲み物（動きや

すい服と靴でお越しください）
■ 問・申込み：子育て支援センター
　　　　　　　☎0234-42-2268

庄内町民生委員・児童委員

　これまで不在となっていた地区
担当の民生委員・児童委員が決ま
りましたのでお知らせします。

氏名 電話番号 担当地区

板垣守 ☎0234-
43-8179

吹払、栄町、
西田地区

■問合せ：保健福祉課福祉係
　　　　　☎0234-42-0149

国・県・市町村
からのお知らせ

　今年度の集合注射を次の日程により実施します。生後91日以上の犬の飼
い主の方は、生涯１回の登録と毎年１回の狂犬病予防注射を忘れずに行っ
てください。
●日程：

月日 時間 会場

4/11㈭ 10:00 ～ 10:20 立谷沢公民館
11:00 ～ 11:20 清川公民館

4/12㈮  9:00 ～ 10:30 余目第二公民館
4/14㈰  9:00 ～ 10:30 立川総合支所
4/21㈰  9:00 ～ 11:30 役場

● 料金：注射料金　3,200円（釣銭のないようご準備ください）
　※ 未登録犬は会場で新規登録手続きもできます。別途登録手数料3,000

円と印鑑をご持参ください。
●連絡事項：
　・ 住所に関わらず、どの会場でも注射を受けることができます。
　・ 会場には犬を制御できる方がお越しください。
　・ 会場での犬の糞等の後始末は、飼い主の方が責任を持って行ってくだ

さい。
　・ 狂犬病予防注射は、１頭１針で実施します。
■問合せ：環境防災課環境係☎0234-56-2215、56-2909

狂犬病予防集合注射

　簡単な英語（中学校レベル）を使
って英会話のトレーニングをしま
す。この機会に英会話の幅を広げ
てみませんか？
●日程：

第1回 5/14㈫
第2回 5/21㈫
第3回 5/28㈫
第4回 6/4㈫
第5回 6/11㈫

●時間：19:00～21:00
●場所：余目第三公民館
●講師：ヌール・スルタン氏
●教材費：500円（全５回分）
　　　　　※初日にいただきます。
●申込期限：5/8㈬
●募集人数：先着15人
■ 問・申込み：町国際交流協会（企
画情報課まちづくり推進係内）
☎0234-42-0228

庄内町
からのお知らせ

　ボランティアに興味がある方、
新しいことをはじめてみたい方、
昨年度も申込みしていた方、一緒
に活動しましょう!!
● 活動内容：町や各学区・地区公

民館事業のスタッフ、他機関か
ら要請があった事業の手伝い等

●申込方法：
　① 町内の学校に通学の方は学校

に申込書を提出
　② 町外の学校へ通学の方および

一般の方は、各学区・地区公
民館に申込書を提出

●申込締切：4/23㈫
※ 詳しくは町ホームページまたは

各公民館にある募集チラシをご
覧ください。

■ 問合せ：中央公民館（社会教育
課社会教育係内）☎0234-56-
3320　 0234-56-3222

　   shakaikyoiku@town.shonai.
yamagata.jp

庄内町青少年ボランティア
（中学生以上）メンバー募集

英会話喫茶

下水道事業及び農業集落排水
事業が公営企業会計へ移行

　本町の「下水道事業」および「農
業集落排水事業」は、平成31年４
月１日より地方公営企業法の全部
を適用する公営企業会計に移行し、
２つの事業を統合した「下水道事
業」として経営していくことにな
りました。これまでの官公庁会計
方式から公営企業会計方式へ移行
することにより、経営状況と財政
状況が明確となり、経営の健全化
を図ることができます。
　このことに伴い、４月以降、下水
道使用料等は、ガス・水道料金と
合算して請求させていただきます
ので、みなさんのご理解をお願い
します。
※ 詳しくは企業課ホームページま

たは企業課通信第36号をご覧く
ださい。

■問合せ：企業課統合推進係
　　　　　☎0234-42-0180

固定資産税評価額等の
縦覧期間

　納税者が自己の所有する土地・
家屋の評価額が適当かどうかを、
近隣の土地・家屋と比較すること
ができます。
●期限／5/31㈮まで※平日のみ
●時間／8:30～17:15
●�場所／税務町民課資産税係、立
川総合支所総合支所係
●�内容／土地及び家屋の所在・地
番・地目・地積・評価額等
　※�所有者の住所・氏名の記載は
ありません。

●�対象／平成31年度における固定
資産税の納税者
●手数料／無料
■問合せ／税務町民課資産税係
　　　　　☎0234-42-0139

企画展示　酒田港へのクルーズ
船寄港記念　世界のクルーズ船

●期間：6/23㈰まで
●時間：10:00～17:00
●場所：酒田海洋センター
●入館料：無料
●休館日：月曜日※祝日は開館
■問合せ：酒田海洋センター
　　　　　☎0234-26-5642
　　　　　県港湾事務所
　　　　　☎0234-26-5636

有期契約労働者の
無期転換ルールの円滑な運用

　契約を更新し通算5年を超える
有期社員の方は会社へ申し込むこ
とで無期労働契約に転換できます。
詳しくは「有期契約労働者の無期転
換ポータルサイト」をご覧ください。
■�問合せ：山形労働局雇用環境・
均等室☎023-624-8228

●内容：法律相談
●日時：4/23㈫�17:00～20:00
●場所：交流ひろば２階研修室
　　　　（酒田市）
●定員：先着６名
●弁護士：藤井正寿
●受付期間：4/5㈮～
■�問合せ：酒田市まちづくり推進
課市民相談室☎0234-26-5726

無料法律相談

借金返済に関する相談窓口

　東北財務局山形財務事務所では、
借金返済でお困りの方の相談窓口
を開設しています。相談員が借金
の状況をお伺いし、必要に応じて、
弁護士等の専門家に引き継ぎます。
相談は秘密厳守・無料です。お気
軽にご相談ください。
●相談専用電話：☎023-641-5201
●受付：8:30～12:00
　　　　13:00～16:30（平日）
■ 問合せ：山形財務事務所理財課  

　　　　☎023-641-5178

※2019年４月より、本庁舎は「役場」、立川庁舎は「立川総合支所」と表記しています。

小規模飲食店等への
消火器具設置が義務

　平成28年12月に発生した糸魚
川市大規模火災を受けて、平成30
年3月に消防法が改正され、飲食店
等における消火器具の設置に関す
る基準が見直されました。
　平成31年10月１日から火を使
用する設備または器具を設けた飲
食店等については、延べ面積に関
わらず原則として消火器具の設置
が義務付けられます。
　不明な点は最寄りの消防署へお
問い合わせください。
■ 問合せ：酒田地区広域行政組

合消防本部予防課☎0234-61-
7113

ごみ処理手数料改定

　10/1㈫より、ごみを処理施設へ
直接搬入する場合の手数料が、次
のとおり改定になります。手数料
の改定直前は、かなりの混雑が予
想されます。余裕を持った搬入を
お願いします。
● 可燃ごみ・粗大ごみ（ごみ処理

施 設）：10kgま で ご と に150円
（税込）

● 埋立ごみ・資源物・ペットボト
ル（リサイクルセンター）：10kg
までごとに150円（税込）

● 小動物の死体（ごみ処理施設）：
１体につき2,200円（税込）

■ 問合せ：酒田地区広域行政組合
管理課☎0234-31-2882

ゴールデンウィークにおける
年次有給休暇の取得促進

　年休の「計画的付与制度」を導入
しましょう。「年休の計画的付与制
度」とは、年休の付与日数のうち５
日を除いた残りの日数について、
労使協定を結ぶことにより、計画
的に休暇取得日を割り振ることが
できる制度です。
　労働基準法が改正され、平成31
年４月より、使用者は年10日以上
の年休が付与されるすべての労働
者に対し、毎年５日間、時季を指定
して年休を与えることが必要にな
りました。詳しくは「計画的付与
制度」をご確認ください。
■�問合せ：山形労働局雇用環境・

均等室☎023-624-8228
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★詳細な問合せは、各事業所へ直接お願いします。
★�企業等からの求人情報への掲載依頼は、商工観光課商工労働係まで
（☎0234-42-0138）

事業所名（住所・電話） 職種・求人数 勤務時間 賃金 面接

㈲梅木設備工業
庄内町廻館字館舎79
☎0234-42-2028

給排水衛生設備工事作業員
正社員3名 8：00～17：00

186,000円
～

300,000円
随
時

㈲三協鉄筋工業所
庄内町余目字毒蛇49-17
☎0234-43-3636

鉄筋工
正社員3名
（トライアル雇用併用求人）

8：00～17：00
168,100円

～
262,500円

随
時

㈱大商金山牧場
庄内町家根合字中荒田21-2

☎0234-43-8629

※0歳児～2歳児まで
　「米の娘保育園」受入可能

経理事務
正社員1名

8：00～17：00

160,000円
～

174,000円 随
時

労務・総務事務職
正社員1名

一般事務
正社員1名 160,000円

有
料
広
告

各種団体
からのお知らせ

未来ステップ
～婚活交流会～

　鉄板料理を作って交流しません
か。毎月第３月曜日に開催します。
●日時：4/15㈪�18:30～
●場所：お好み焼き　なにわ
●参加費：1,000円
●定員：10人
■�問・申込み：本間和子(庄内町結
婚支援員)☎0234-43-3287

ラフター（笑い）ヨガ
体験会

オストメイトかふぇ

●日時：4/14㈰�13:30～16:00
●場所：日本海総合病院（相談室）
●参加費：無料※申込不要
※入退室自由
■�問合せ：庄内オストメイト家族
会事務局☎0235-33-3533

看護師等職場説明会

●日時：4/27㈯�13:00～16:00
●�場所：山形国際交流プラザ　山
形ビッグウイング（山形市）

●�内容：職場説明会、訪問看護の
仕事紹介等

●�対象：県内に就職を希望する看護
学生、Uターン希望者、未就業者
●参加料／無料※申込不要
■�問合せ／公益社団法人山形県看
護協会☎023-685-8033

春を感じる「さえずり」
観察会

●開催日：4/20㈯　※雨天時中止
●時間：8：00～12:00
●集合：大山公園駐車場（鶴岡市）
●�内容：鶴岡市の高館山周辺を散
策しながら、小鳥たちのさえず
りを目と耳で楽しむ観察会
●�講師：太田威氏（ネイチャーカ
メラマン）
●�持ち物：双眼鏡（貸出あり）、飲
料水、行動食（お菓子など）
●�参加費：大人100円（小人無料、
保険代等含む）
●申込期限：4/18㈭
※�雨天時の実施の有無については、
当日問合せください。
●申込方法：電話、FAX、メール
■問合せ：月山ビジターセンター
　☎ 0235-62-4321
　 ��visitor@bz04.plala.or.jp
　�鳥海イヌワシみらい館☎0234-
64-4681

危険物取扱者・消防設備士の
免状をお持ちの方へ

　危険物取扱者・消防設備士の義
務として、消防法令では、免状交付
の日から10年以内ごとに写真の書
換えをしなければならない規定と
なっています。
　免状の写真下欄記載の期限を確
認の上、速やかに手続きをされる
ようお願いします。
■�問合せ：一般財団法人　消防試
験研究センター山形県支部
　☎023-631-0761

※ハローワーク酒田が発行する週刊求人情報は、次の場所でご覧いただけます。
役場総合案内・税務町民課、立川総合支所、各学区地区公民館、町商工会（コアアルザ）

弁護士による法律相談

●日時：4/24㈬�13:30～15:30
●場所：余目老人福祉センター
●�内容：法律相談（相続・金銭・
土地・賃借など）

●申込方法：電話または来所
●予約／4/15㈪～4/22㈪
　9:00～17:00※土日除く
　※先着４人（1人30分以内）
■�問・申込み：社会福祉協議会総
務福祉課総務係（余目老人福祉
センター内）☎0234-43-3066

ボケの展示会

●期日：4/17㈬～4/19㈮
　　　　9:00～12:00
●場所：余目老人福祉センター
●主催：庄内町余目盆栽愛好会
■�問合せ：社会福祉協議会総務福
祉課総務係（余目老人福祉セン
ター内）☎0234-43-3066

Facebookで
情報発信しています！

　ページへの「いいね！」や
記事のシェアをぜひお願いし
ます。

友達申請やコメント
はお返ししていませ
んので、あらかじめ
ご了承ください。

第6師団創立57周年・神町駐
屯地創立63周年記念行事

●日時：4/14㈰�8:00～15:00
●場所：陸上自衛隊　神町駐屯地
●内容：�観閲式、戦闘訓練展示、体

験搭乗等
■�問合せ：第6師団司令部広報室
　☎0237-48-1151（内線5374）

医療用ウィッグと乳房手術後
補整下着の合同相談会

　医療用ウィッグ・乳房手術後補
整下着の合同相談会を開催します。
●日時：4/25㈭�13:00～15:00
●場所：日本海総合病院
　　　　（２階講堂）
●�対象：がん治療中で脱毛が心配
な方、乳房手術後の方
●�内容：各専門店のアドバイザー
による相談会
●参加費：無料※申込不要
■�問合せ：日本海総合病院がん
相談支援センター☎0234-26-
5282

※2019年４月より、本庁舎は「役場」、立川庁舎は「立川総合支所」と表記しています。

国・県・市町村
からのお知らせ

春の火災予防運動
4/9㈫～ 4/22㈪

忘れてない？
サイフにスマホに　火の確認
（全国統一防火標語）
　春は空気が乾燥し火災が発生し
やすい季節です。火災の発生を防
止し、火災による死傷者を絶対に
出さないように、火の取扱いには
十分注意しましょう。

住宅防火
いのちを守る７つのポイント
【３つの習慣】
○寝たばこは、絶対やめる。
○�ストーブは、燃えやすいものか
ら離れた位置で使用する。
○�ガスコンロなどのそばを離れる
ときは、必ず火を消す。

【４つの対策】
○�逃げ遅れを防ぐために、住宅用
火災警報器を設置する。
○�寝具、衣類およびカーテンから
の火災を防ぐために、防炎品を
使用する。
○�火災を小さいうちに消すために、
住宅用消火器等を設置する。
○�お年寄りや身体の不自由な人を
守るために、隣近所の協力体制
をつくる。
■�問合せ：酒田地区広域行政組
合消防本部予防課☎0234-61-
7113

●期日：4/29（月・祝）
酒田会場 鶴岡会場

にぎわい健康
プラザ

鶴岡市総合
福祉センター

10:00～12:00 14:00～15:30
●参加費：500円　※申込不要
●�講師：庄内地区ラフターヨガテ
ィーチャー＆リーダー
■�問合せ：ラフターヨガ体験会事
務局☎090-9039-0914
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でスポーツ 元気
総合型スポーツクラブ
コメっち＊わくわくクラブ
☎0234-43-3347

会員随時募集中！

中小企業の設備投資を支援します!

　生産性向上特別措置法の施行を受け、町では町
内にある事業所の生産性向上に資する設備投資の
促進を図るため、「導入促進基本計画」を策定して
います。
　この「導入促進基本計画」に基づき「先端設備等
導入計画」を策定し、生産性向上のための設備投資
を行う中小企業を支援します。
　「先端設備等導入計画」について町から認定を受
けた中小企業の方は、2021年3月31日までに導入
した設備の固定資産税が3年間「ゼロ」になる等の
優遇措置を受けることができます。
　設備の導入前にぜひご相談ください。

導入設備認定例
・生産ライン設備更新
・作業用大型特殊車両更新　等

友好町「宮城県南三陸町」を紹介

夢をかなえる三陸道の延伸

●時間：7：15（集合）　7：30（出発）
●参加費：4,000円※入浴される方は別途入浴料
●定員：30名予定
●申込期限：4/17㈬

●場所：庄内ゴルフ倶楽部（現地集合になります）
●時間：13：00～（受付）
●参加費：会員3,500円、非会員4,500円
　　　　　（プレー代・指導料込）
●申込期限：4/19㈮

　今回は、立谷沢地区にあ
るもうひとつの６次産業化
共同利用加工場、庄内町立
谷沢川流域活性化センター

「タチラボ」を拠点に活動
する、地域のお母さんたちによる団体「タチラボレデ
ィース」についてご紹介します。
　タチラボの設立をきっかけに、本格的な食品製造を始
めたタチラボレディースは、地域の伝統食である「笹巻」
を主に生産しています。楯山公園桜まつりへの出店、な
んでもバザールあっでばでの試験販売などを経て、現在
は週１回製造し、JA庄内たがわさんへ納品しています。
ほかにも、立谷沢地区で開催されるイベントで提供する
お弁当の製造など、地域に根ざした活動を続けています。
　庄内地方の春の便りとなる笹巻づくりをはじめとし
た、タチラボレディースによる活動にご期待ください！

文／地域おこし協力隊　高木和真
■ 問合せ／タチラボ☎0234-43-8382

▼今月の変わり風呂▼
4/20㈯～ 21㈰　グレープフルーツ風呂開催！
▼ギャラリーからのお知らせ▼
4/24㈬まで川上節子氏「あけびつる細工展」開催！
▼町湯食堂からのお知らせ▼
　町湯食堂は3/31をもってイグゼあまるめ直営の営
業を終了しました。新規営業再開につきましては改
めましてお知らせします。

ギャラリー温泉町湯情報

「タチラボレディース」のご紹介！

春のファン感謝ウィーク
　カートソレイユ最上川で町民を対象にカートを
無料開放します。また、町外在住者も期間中は町
民料金で利用できます。（コース占用の場合を除き
ます。）
　モータースポーツならではの迫力を手頃に体験
することができます。一週間限定での開催となり
ますので、この機会に友達や家族と一緒に、雄大
な自然の中でカートの魅力に触れてみてはいかが
ですか。
●日時：4/13㈯～ 4/20㈯ 9:00 ～ 17:00
●対象カート：スポーツカート、レジャーカート
●その他：
　・ 町民の方はご利用時に町内在住者であること

を証明できるものをご持参ください。
　・ 町外の方の利用料金は一台あたり、スポーツカ

ート550円、レジャーカート300円となります。
　・各乗り物１人１回までのご利用となります。
■ 問合せ／カートソレイユ最上川☎0234-42-

2282、商工観光課観光物産係☎0234-42-2922

カートソレイユ最上川へ
遊びに出かけよう！！！

　東日本大震災からの復興道路として国が整備を
進める三陸沿岸道路の歌津IC(インターチェンジ)か
ら気仙沼市の小泉海岸IC区間と、本吉津谷ICから大
谷海岸IC区間が２月16日に開通しました。歌津北
ICで行われた式典では、地域を代表し、大沼ほのか
さんが「南三陸町と他のまちをつなげてくれる三陸
道は夢をかなえる力になる」と期待の言葉を述べま
した。
　今回の開通により三陸沿岸道路南三陸道路の全
ての区間が完成し、震災前からの悲願を達成しまし
た。仙台方面だけでなく岩手方面からも時間的距
離が短くなります。庄内町のみなさん、南三陸町へ
お越しになり、新しい三陸道で快適に町内を巡って
みませんか。

▲町HP

■問合せ：商工観光課商工労働係☎0234-42-0138

▲中小企業庁HP ※天童「舞鶴山」から変更となります。
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4/21㈰　楽しい山歩き
新潟県　中部北陸自然歩道 4/20㈯　ゴルフスクール
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み
な
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。
戦
後
の
日
本
の
人
口
動

態
統
計
か
ら
人
口
の
変
化
を
み
て
み
る
と
、近
年
の

傾
向
は
、「
死
亡
者
数
」は
、ほ
ぼ
予
想
ど
お
り
で
す
が
、

「
出
生
数
」が
予
想
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り
も
減
少
し
た
た
め
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然
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が
進
ん
で
い
る
こ
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が
わ
か
り
ま
す
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▼
人
口
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に
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姻
件
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い
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き
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報
告
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ま
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。
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間
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０
０
万
組
を
超
え
て
い
ま
し
た
。
１
９
７
８
年

か
ら
２
０
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す
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」と
大
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付
け
ら
れ
ま
す
。

そ
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意
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れ
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れ
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▼
そ
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来
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を
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か
く
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都
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比
べ
、一
味
も
二
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も
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っ

た
魅
力
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策
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住
・
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げ
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い
き

た
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と
思
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。

少子化への対策は、
きめ細かく社会全体で！
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〒999-7781
東田川郡庄内町
余目字仲谷地280

主催者が抽選結果
を記載しますので、
何も記入しないで
ください。
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庄内町文化創造館
自衛隊ふれあい
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往信

（往信用の裏面）
�ご自分の
　①郵便番号
　②住所
　③氏名(ふりがな)
　④電話番号
　⑤年齢　⑥性別
　⑦希望枚数
�(2枚の場合)同伴者名

ご自分の
　①郵便番号
　②住所
　③氏名

返信

●
日
時
：
５
月
４
日
㈯
、
5
日
㈰

　
　
　
　
10
時
～
15
時

●
場
所
：
い
ろ
り
火
の
里
周
辺�

●
入
場
料
：
無
料

　
　
　
　
　
（
一
部
有
料
の
遊
具
あ
り
）

■
問
合
せ
：
三
川
町
観
光
協
会

　
　
　
　
　

�

☎
０
２
３
５
（
６
６
）
４
６
５
６

第
37
回
菜
の
花
ま
つ
り

心
お
ど
る
♪

ま
る
ご
と
み
か
わ
２
日
間
！

●
日
時
：
５
月
18
日
㈯　
９
時
～
14
時

●
場
所
：
し
ら
い
自
然
館

●
定
員
：
20
名

●
受
講
料
：
２
，０
０
０
円

●
持
ち
物
：�

エ
プ
ロ
ン
、
タ
オ
ル
、
雨
具
、

長
靴
等

●
申
込
期
限
：
５
月
13
日
㈪

　
　
　
　
　
※
定
員
に
な
り
次
第
締
切

■
問
・
申
込
み
：

　

�

鳥
海
山
お
も
し
ろ
自
然
塾
推
進
協
議
会
事

務
局
（
し
ら
い
自
然
館
内
）

　
☎
０
２
３
４
（
７
２
）
２
０
６
９

鳥
海
山　
お
も
し
ろ
自
然
塾

春
の
山
野
草
ハ
イ
キ
ン
グ
と

そ
ば
打
ち
体
験

●
日
時
：
５
月
５
日
㈰

　
　
　
　
９
時
～
14
時
30
分

●
会
場
：
鼠
ヶ
関
港

●
内
容
：�

鮮
魚
販
売
（
10
時
）、
鼠
ヶ
関
辨

天
太
鼓
上
演
、
漁
船
ク
ル
ー
ジ
ン

グ
（
先
着
３
０
０
人
・
乗
船
料
５

０
０
円
）、魚
の
つ
か
み
取
り
（
小

学
生
限
定
）、
エ
ビ
汁
や
イ
カ
の

一
夜
干
し
等
の
出
店
等

■
問
合
せ
：�

山
形
県
漁
協
念
珠
関
総
括
支
所

☎
０
２
３
５
（
４
４
）
２
１
０
０

鼠
ヶ
関
大
漁
旗
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

●
期
間
：
4
月
12
日
㈮
～
21
日
㈰

●
場
所
：
日
和
山
公
園

●
駐
車
場
：�

日
和
山
公
園
第
1
～
第
3
駐
車

場
、
酒
田
港
本
港
東
ふ
頭
駐
車

場

●
内
容
：�

千
石
船
と
桜
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
・

ぼ
ん
ぼ
り
点
灯
（
18
時
30
分
～
21

時
30
分
）

■
問
合
せ
：�

酒
田
市
交
流
観
光
課
観
光
戦
略
係

　
　
　
　
　
☎
０
２
３
４
（
２
６
）
５
７
５
９

お
花
見
に
出
か
け
よ
う 

桜
ま
つ
り

遊
佐
町 

◎ YU
Z
A

庄内町文化創造館　　  ニュース
響ホール◎☎0234‐45‐1433
ホームページアドレス◎https://www.hibikihall.jp/

芸 術 文 化 の 美 し き 胎 動

4/21
（日）

第11回佐藤千晶ピアノ教室発表会
�開場13:15　開演13:30　入場料／無料　【主】佐藤千晶ピアノ教室　【問】090-1068-0152（佐藤）

自衛隊ふれあいコンサート　Vol.15
航空自衛隊航空中央音楽隊演奏会

4/1(月)より申込受付開始！5/7(火)必着です

コンサート＆イベント情報

●公演時間／開場18:30　開演19:00
●入場料／無料（全席自由）※要入場整理券
（未就学のお子様の入場はご遠慮願います）
・申込みは往復はがきのみ有効。（１人１枚まで。重複応募は無効。）
・はがき１枚につき、２名分までの入場券に申込みできます。
（同伴者名未記入の場合は１名分とみなします）
・申込み多数の場合は抽選。
・�抽選結果は申込みいただいた往復はがきに結果を記載し、演奏会の
２週間前までに返送します。

・電話等での抽選結果の問合せにはお答えできません。
※�詳細は響ホールホームページまたは広報しょうない4月15日号折り
込みの「入場整理券お申込み方法」のチラシをご覧ください。

■問・申込み／響ホール事業推進協議会　☎0234-45-1433
　　　　　　　　　〒999-7781　庄内町余目字仲谷地280

〔往復はがきの書き方〕
5/29㈬


